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■血算部門 

 

表 1. 全機種による CBCの集計 

 

項目 試料 件数 平均 SD CV 件数 平均 SD CV 95%下限 95%上限 除外件数

A 131 6.9 0.26 3.7 126 6.9 0.20 2.9 6.5 7.3 5

B 131 4.2 0.16 3.9 129 4.2 0.14 3.3 3.9 4.5 2

A 131 4.54 0.06 1.3 129 4.55 0.05 1.1 4.45 4.65 2

B 131 2.72 0.04 1.6 129 2.72 0.04 1.5 2.64 2.80 2

A 131 13.0 0.15 1.2 127 13.0 0.12 0.9 12.8 13.2 4

B 131 7.8 0.12 1.6 125 7.8 0.09 1.2 7.6 8.0 6

A 131 38.1 0.83 2.2 130 38.1 0.83 2.2 36.4 39.7 1

B 131 22.7 0.52 2.3 130 22.7 0.52 2.3 21.6 23.7 1

A 131 83.8 1.47 1.8 127 83.7 1.27 1.5 81.2 86.3 4

B 131 83.2 1.42 1.7 129 90.8 1.43 1.6 88.0 93.7 2

A 131 246 11.2 4.6 130 246 11.3 4.6 223 268 1

B 131 213 8.5 4.0 129 213 8.1 3.8 197 229 2
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■血像部門 

【サーベイ検査結果【サーベイ検査結果【サーベイ検査結果【サーベイ検査結果とととと解説解説解説解説】】】】 
画像 1～10は正常末梢血のライト・ギムザ染色（1000倍）です。 
画像 11，12は患者末梢血ライト・ギムザ染色（400倍）です。 
画像 13は患者末梢血のニューメチレンブルー染色（400倍）です。 
画像 14～15は患者末梢血ライト・ギムザ染色（1000倍）です。 

 
設問 1（画像 1）： 
単球 96％、前骨髄球 2％、後骨髄球 1％、 
反応性(異型)リンパ球 1％という結果と 
なりました。 

 
 
 
 
 
 
設問 2（画像 2）： 
リンパ球 95％、反応性(異型)リンパ球 4％、 

後骨髄球 1％という結果となりました。 
 
 
 
 

 

 

 

設問 3（画像 3）： 
好中球分葉核球 80％、好中球桿状核球 20％という 

結果となりました。 

 

 

 

 
 
 
 

 



設問 4（画像 4）： 
好中球分葉核球 43％、好中球桿状核球 57％という 

結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 
設問 5（画像 5）： 

好中球桿状核球 96％、好中球分葉核球 4％という結

果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

設問 6（画像 6）： 
好中球分葉核球 100％という結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
設問 7（画像 7）： 
成熟好塩基球 99％、幼若好塩基球 1％という結果と 

なりました。 

 

 

 

 

 
 
 

 
 



設問 8（画像 8）： 
単球 88％、反応性(異型)リンパ球 5％、後骨髄球 4％

単球系その他の異常 2％、好中球桿状核球 1％という

結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

設問 9（画像 9）： 
リンパ球 99％、後骨髄球 1％という結果となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 
設問 10（画像 10）： 
成熟好酸球 99％、成熟好塩基球 1％という結果とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【画像11 参考データ ※カッコ内は基準値】 
WBC 12.6×109/L（3.6～8.8）、RBC 2.16×1012/L（3.77～5.55）、Hb 7.3g/dL（12.5～17.3）、 

Ht 17.7％（37.1～50.7）、PLT自動分析値176×109/L（150～350）、PLT目視カウント値11×109/L 

 
設問 11（画像 11）： 
破砕赤血球 100％という結果となりました。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

【画像12 参考データ】 

WBC 4.1×109/L（3.6～8.8）、RBC0.76×1012/L（3.77～5.55）、Hb 2.9g/dL（12.5～17.3）、 

Ht 9.1％（37.1～50.7）、PLT 50×109/L（150～350）網赤血球数 43.0％（0.3～2.1） 

T-Bil 6.4mg/dl（0.4～1.5）、D-Bil 0.8mg/dl（0.0～0.4）、LDH 1352 U/L（119～229）、 

ハプトグロビン＜10mg/dl、直接クームス試験(＋) 

 
設問 12（画像 12）： 
球状赤血球 97％、多染性赤血球 2％、無回答 1％と

いう結果になりました。 

 

 

 

 

 

 
 
設問 13（画像 13）：（評価対象外） 
エバンス症候群 58％、自己免疫性溶血性貧血 42％

という結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【画像14～15 患者背景】 

60歳代 男性  近医にて頚部リンパ節腫脹を指摘されたため、血液内科に紹介。 

【血算データ】 

WBC 4.9×109/L（3.6～8.8）、RBC 4.20×1012/L（3.77～5.55）、Hb 12.6g/dL（12.5～17.3） 

Ht 39.1％（37.1～50.7）、PLT 142×109/L（150～350） 

【血液像データ（分析装置データ）】 

好中球 49.2％、好酸球 0.8％、好塩基球 0.3％、単球 3.6％、リンパ球 46.1％ 

【生化学データ】 

AST 29U/L（13～33）、ALT 17U/L（8～42）、LD 200U/L（119～229）、TP 7.7g/dL（6.5～8.5） 

アルブミン 4.3g/dL（3.9～4.9）、CRP 0.3mg/dL以下（0.3以下） 

【遺伝子・染色体データ】 

t(14；18)(q32；q21) 19/20細胞、BCL-2 発現 

【免疫染色データ】 

BCL-2、CD5、CD10、CD19、CD20、CD79a陽性、CD23陰性 

 
 

設問 14（画像 14）： （評価対象外） 
腫瘍性リンパ球 94％、リンパ球系その他の異常 3％

反応性(異型)リンパ球 2％、骨髄芽球 1％という 

結果となりました。 

 

 

 

 

 
 
 
設問 15（画像 14・15）： （評価対象外） 
濾胞性リンパ腫 99％、B リンパ芽球性白血病/ 
リンパ腫 1％という結果となりました。 
 


